
病院隣の健康公園に今年も綺麗な桜が咲きました。
照明器具を改修して４月には夜桜も楽しめました。

　
新
年
度
（
令
和
５
年
度
）
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
こ
の
３
年
間
、
世
界
中
を
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
の
重
苦
し
い
空
気
が
覆
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
５
月
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
を
５
類
感
染
症
（
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
扱
い
）
に
な
り

ま
し
た
。

　
も
う
し
ば
ら
く
は
油
断
禁
物
で
す

が
、
こ
の
３
年
間
で
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
っ
て
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
社
会
シ

ス
テ
ム
が
傷
み
ま
し
た
。
い
よ
い
よ

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
社
会
を
コ
ロ
ナ
前

の
状
態
に
戻
す
の
で
は
な
く
、
新
し

い
時
代
を
作
る
気
持
ち
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　
邑
智
病
院
で
は
、
今
春
新
た
に
常

勤
医
師
と
し
て
泌
尿
器
科
の
結
城
康

平
先
生
、
麻
酔
科
の
上
田
愛め

瑠る

萌も

先

生
、
歯
科
の
佐
々
木
和
起
先
生
、
そ

し
て
そ
の
他
職
種
９
名
の
ス
タ
ッ
フ

を
迎
え
ま
し
た
。

　
結
城
先
生
は
福
岡
か
ら
来
ら
れ
ま

し
た
が
、
経
験
豊
富
で
人
柄
も
楽
し

い
方
な
の
で
、
き
っ
と
地
域
に
溶
け

込
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
上
田
先
生

は
島
根
大
学
麻
酔
科
か
ら
の
派
遣
で

す
が
、
も
と
も
と
邑
南
町
（
矢
上
）

の
お
生
ま
れ
と
い
う
縁
が
あ
り
ま
す
。

歯
科
の
佐
々
木
先
生
は
、
こ
れ
ま
で

お
ら
れ
た
藤
本
先
生
が
開
業
さ
れ
た

た
め
（
邑
南
町
内
）、
広
島
大
学
歯

学
部
か
ら
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
常
勤
医
師
・
歯
科
医
師
12
名
体

制
（
前
年
度
10
名
）
と
な
り
ま
す
。

　
病
院
の
本
館
棟
建
て
替
え
工
事
も

今
年
１
月
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
ま

し
た
。
新
本
館
棟
は
来
年
秋
に
完
成

し
診
療
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
旧

館
の
改
修
工
事
、
駐
車
場
整
備
を
し

て
２
年
後
（
令
和
７
年
）
に
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

　
邑
智
病
院
の
前
身
は
島
根
県
立
中

野
高
原
療
養
所
で
す
が
、
療
養
所
の

面
影
を
残
し
た
公
園
と
池
が
あ
り
桜

並
木
も
き
れ
い
で
す
。
３
月
に
病
院

に
隣
接
し
て
い
る
公
園
を
整
備
し
ま

し
た
が
、
大
き
な
ケ
ヤ
キ
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
ス
ギ
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
の
で

邑
智
病
院
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
り
ま

す
。
邑
智
郡
の
医
療
拠
点
と
し
て
快

適
な
病
院
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
の

で
、
ど
う
か
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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荘田　恭仁
（そうだ　やすひと）

役　職：参与（兼）部長
診療科：産婦人科
邑南町暮らしも15年間になりま
した。
女性の妊娠、出産、育児を支援し
ていきます。
更年期のつらい症状や月経異常も
扱っています。
お気軽に受診してください。 野宗　義博

（のそう　よしひろ）

役　職：参与（兼）部長
診療科：外科
当院外科担当５年目。今後も地域
医療最前線で、限られた貴重な人
材、医療資源をフルに活用して外
科診療を提供します。皆様にトキ
メキと安らぎを提供します。

邉田　健一
（へた　けんいち）

役　職：医長
診療科：総合診療科、外科
総合診療科の邉田です。邑智に赴
任してから今年で３年目になりま
した。日々患者さん及びご家族の
皆様と関わる中で、自分自身学ぶ
ことも多く、感謝の毎日です。よ
り一層邑智の皆様の力になれるよ
う尽力してまいります。 広戸　岳

（ひろと　がく）

役　職：医師
診療科：総合診療科
「病気だけでなく人を診る医療」
を目指して、背景のある家族や地
域にも目を向けた医療を心がけた
いと考えています。困ったことが
あれば何でもお申し付けください。
どうぞよろしくお願いいたします。

酒井　和久
（さかい　かずひさ）

役　職：部長
診療科：総合診療科
50歳以上の全ての人に帯状疱疹
ワクチンが推奨されています。帯
状疱疹は皮膚に水疱と痛みが出現
し、痛みが長期間残ることもあり
ます。予防医療にも力を入れてい
ますので、ぜひご相談ください。 佐々木　和起

（ささき　かずき）

役　職：医長
診療科：歯科
４月より着任いたしました佐々木
です。以前は広島大学病院で勤務
していました。地域に根ざした歯
科診療を通して皆様方の歯と口の
健康を守りたいと思いますので、
よろしくお願いいたします。

NEW

Doctor’s 
Introduction 

12名の医師・歯科医師で
令和５年度スタート！
よろしくお願いいたします。
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山口　清次
（やまぐち　せいじ）

役　職：院長（兼）部長
診療科：小児科
この地域で安心して子育てができ
るよう、子ども達の健康を守るた
めに努力したいと思います。

上田　智広
（うえだ　ともひろ）

役　職：副院長（兼）部長
診療科：内科、総合診療科
微力ながら地元であるこの地の地
域医療に貢献して参りたいと思い
ます。
宜しくお願いいたします。

板持　卓弥
（いたもち　たくや）

役　職：医長
診療科：総合診療科
みなさんこんにちは。
早いもので邑智病院に赴
任して５年目になります。
子供も５人目が生まれま
した。地域の皆様が安心
して生活できるような医
療を提供できるよう、心
がけたいと思います。

結城　康平
（ゆうき　こうへい）

役　職：部長
診療科：泌尿器科
４月から赴任しました結城と申し
ます。今まで福岡県を中心に病院
で勤務してきました。皆様の健康
増進に役立つよう誠心誠意診療を
行いたいと考えております。排尿
障害、尿失禁、血尿、尿路悪性腫
瘍など幅広く治療を行っています。
よろしくお願いいたします。

保坂　聖一
（ほさか　せいいち）

役　職：部長
診療科：整形外科
早いもので当地での整形外科診
療も２年目に入りました。外来は
30-50名/日の患者さんの診療を、
手術は骨折を中心に年60件程行い
ました。丁寧な診療を心がけてお
り、お待たせすることもあるかと
思います。皆様のご理解、ご協力
を何卒よろしくお願いいたします。

NEW

上田　愛瑠萌
（うえだ　めるも）

役　職：医長
診療科：麻酔科
４月から麻酔科で勤務することになりまし
た上田愛瑠萌です。私は邑南町矢上の出身
で、この邑智病院で働けることをとても嬉
しく思っています。たくさんの方から「よ
う帰ってきんさったね」と言っていただけ
て身の引き締まる思いです。
皆様に安心して手術・麻酔を受けていただ
けるよう精一杯頑張りますので、よろしく
お願いいたします。

NEW

公立邑智病院の

を紹介します！

医科・歯科医師医科・歯科医師
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出身：広島県
職種：医師クラーク
趣味：音楽鑑賞
ひとこと
初めてのことばかりですが笑
顔を忘れずに頑張ります。よ
ろしくお願いいたします。

新屋　彩歌

出身：大田市
職種：栄養士
趣味：音楽鑑賞
ひとこと
自分にできることを精一杯こ
なし、さらに成長できるよう
に頑張ります。

矢田　明日香

居住地：浜田市
職種：事務補助員
趣味：読書、将棋観戦
ひとこと
早く仕事に慣れて貢献できる
ように頑張ります。よろしく
お願いいたします。

大田　紀子

出身：愛媛県
職種：歯科技工士
趣味：音楽鑑賞
ひとこと
早く一人前になれるよう、全
力で頑張ります。よろしくお
願いいたします。

武田　志織

居住地：川本町
職種：看護アシスタント
趣味：音楽鑑賞
ひとこと
物覚えが悪く、ご迷惑かける
と思いますが、頑張りますの
で、よろしくお願いいたしま
す。田中　きみ恵

新規採用 職員の紹介
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出身：江津市
職種：看護師
趣味：バレー観戦
ひとこと
先輩方についていけるように
一生懸命頑張ります。よろし
くお願いいたします。

川口　優奈

居住地：邑南町
職種：看護師
趣味：音楽鑑賞
ひとこと
地域の皆さんが安心して過ご
すことができるよう頑張りま
す。

富永　恵莉

出身：松江市
職種：一般事務
趣味：ドラマ鑑賞
ひとこと
わからないことばかりですが
頑張っていきたいと思います。
よろしくお願いいたします。

白鹿　里紗

出身：邑南町
職種：臨床検査技師
趣味：散歩
ひとこと
地域・患者さんを支える存在
になれるよう頑張ります。よ
ろしくお願いいたします。

岩本　春菜

新規採用 職員の紹介
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診療看護

急性期看護

― 各部署紹介 ―

看 護 部
看護単位名 係名
外来看護 外来係
診療看護 診療係
回復期看護 病棟係

急性期看護
病棟係
助産係

外来看護

回復期看護

診療看護師２名が、外来、手術室、病棟、診療の補
助や看護師としての業務を行っています。私たちは
看護師ですが、医療行為をすることがあるため、紺
色のユニホームを着て活動しています。今年度も力
を合わせて頑張ります。

急性期の病気の治療と並行して最良なケアを提供し
ていきます。また、多職種と連携し、患者さんが安全、
安楽な生活が送れるように支援します。

看護部長　田中　弓子
私たち看護部は、安全安楽な思いやりのある
看護と、質の高い看護を目指すという看護部
理念のもと、団結力を駆使して、地域の方々
により良い看護を提供していきます。

外来看護は、明るく元気で心優しいスタッフで対応
します。私達は、一人一人の患者さんを家族と思い、
心のこもった看護を提供します。

回復期病棟のスタッフは、自宅に退院することに不
安を感じている患者さんが、安心して退院後の生活
ができるよう、地域連携室やリハビリテーション科
と連携し支援していきます。
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歯　科

４月から新しい歯科医師と歯科技工士を迎えま
した。歯科医師１名、歯科技工士１名、歯科衛
生士３名で診療を行っていきます。新体制のも
と引き続き口腔環境の改善・維持を通して地域
の皆さんの健康に貢献できるよう努めて参りた
いと思います。

この春から栄養士１名が新たに加わりました。
治療食、嚥下調整食など患者さんの状態に応じ
て食事を提供しています。
「おいしい」「ありがとう」を大事にこれからも
頑張っていきたいと思います。

栄養管理科

臨床検査科・画像診断科・薬剤科・リハビリテーション科・臨床工学科

診療技術部はあらたに３名が加わり、総勢45名となりました。地域の皆さんが安心して暮らして
いけるよう、それぞれの専門知識を活かし、良質な医療提供のお手伝いをしていきます。
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事 務 部

受付・会計 病児保育室 コスモス

明るい笑顔とチームワーク
で、皆様の立場に立った行
動を心がけ、親切丁寧なご
案内をさせていただきま
す。お気軽にお声がけくだ
さい。

家庭的な雰囲気を大切にし
ながら子ども達をお預かり
します。安心して預けてい
ただけるようにスタッフ一
丸となり努めます!!

地域連携室

連携業務はまずチームか
ら！毎日円陣を組んで頑
張っています。入退院支援
業務を中心に医療相談も
行っています。どうぞお気
軽に地域連携室にお声がけ
ください。

― 各部署紹介 ―

事務部は、病院機能の維持と診療現場の支援を目的
に３課31名（兼務を含む）の職員配置で業務を行っ
ています。特徴としては若手と女性が多いことであ
り、この発想力を病院建て替え事業や環境整備、医
療業務に取り入れて、明るく楽しい組織を作りたい
と考えています。

課名 係名

企画調整課
総合調整係

危機管理スタッフ

総務管理課
管理係
総務係

医事経営課
医事係
経営係

診療補助スタッフ
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「
経
口
避
妊
薬

（oral contraceptives :OC

）

 
に
つ
い
て
」

参与：産婦人科医師
荘
そう
田
だ
　恭
やす
仁
ひと

　
Ｏ
Ｃ
服
用
は
、
コ
ン
ド
ー
ム
や
オ
ギ
ノ

式
な
ど
の
リ
ズ
ム
法
と
比
べ
て
避
妊
効
果

が
高
く
女
性
の
不
妊
手
術
や
子
宮
内
避
妊

器
具
（
Ｉ
Ｕ
Ｄ
）
に
匹
敵
し
ま
す
。
服
用

す
る
か
ど
う
か
女
性
自
身
が
意
思
決
定
で

き
る
の
で
主
体
的
に
妊
娠
を
調
節
で
き
る
点

で
優
れ
た
方
法
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

月
経
困
難
症
に
も
効
果
的

　
Ｏ
Ｃ
は
卵
胞
ホ
ル
モ
ン（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）

と
黄
体
ホ
ル
モ
ン
（
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
）
の

合
剤
で
含
有
さ
れ
て
い
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の

量
に
よ
り
低
用
量
Ｏ
Ｃ
、
中
用
量
Ｏ
Ｃ
、
高

用
量
Ｏ
Ｃ
と
呼
ば
れ
ま
す
。
現
在
我
が
国
で

一
般
的
に
処
方
さ
れ
て
い
る
の
は
低
用
量
Ｏ

Ｃ
で
す
。
ま
た
、
Ｏ
Ｃ
は
避
妊
効
果
だ
け
で

な
く
、
月
経
困
難
症
の
痛
み
を
軽
減
さ
せ
る

効
果
や
過
多
月
経
の
出
血
量
を
減
少
さ
せ
る

効
果
も
あ
る
た
め
治
療
目
的
で
も
使
用
さ
れ

ま
す
。

　
Ｏ
Ｃ
は
全
て
の
妊
娠
可
能
な
女
性
が
処
方

の
対
象
者
で
す
。
副
作
用
は
血
栓
症
が
ご
く

ま
れ
に
報
告
さ
れ
ま
す
が
、
妊
娠
時
や
産
褥

時
の
発
生
頻
度
と
比
較
し
て
数
十
分
の
一
で

す
。
服
用
方
法
は
Ｏ
Ｃ
の
製
品
の
種
類
に
よ

り
異
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
Ｏ
Ｃ
は

避
妊
効
果
に
優
れ
月
経
痛
の
緩
和
効
果
も
あ

り
大
変
良
い
薬
で
す
が
我
が
国
で
は
使
用
率

は
３
％
程
度
と
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
い
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
Ｏ
Ｃ
服
用
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

今回の
テーマ

教
え
て
DrDr

産婦人科へお気軽に
ご相談ください

豆知識

　
緊
急
避
妊
薬
（
ア
フ
タ
ー
ピ
ル
、
モ
ー
ニ
ン
グ
ア
フ
タ
ー
ピ
ル
）
は
、
避

妊
に
失
敗
し
た
り
、
避
妊
な
し
の
性
交
渉
後
、
72
時
間
以
内
に
服
用
す
る
こ

と
で
、
妊
娠
す
る
確
率
を
減
ら
す
お
薬
で
す
。
Ｏ
Ｃ
に
比
べ
る
と
避
妊
効
果
、

費
用
と
も
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
は
向
い
て
お
ら
ず
、
１
０
０
％
の
避

妊
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
、
緊
急
的
な
最
後
の
手
段
と
と
ら
え
、

緊
急
避
妊
薬
を
服
用
し
た
後
は
Ｏ
Ｃ
で
の
避
妊
を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。

薬の種類は患者さんの症状に合わせて選択します。
処方時には薬剤師から服薬方法、特徴について説明があります。
費用は年間約２万円程度です。
（種類や保険によって多少異なります。）
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総
合
プ
ロ
ッ
ト
図
打
ち
合
わ
せ

　
工
事
と
並
行
し
て
施
工
図
面
を
確
定
さ

せ
る
た
め
に
、
院
内
で
打
ち
合
わ
せ
を
重

ね
て
い
ま
す
。

　
人
の
動
線
、
建
具
位
置
・
ド
ア
の
開
閉

方
向
、
設
備
・
機
器
の
位
置
な
ど
、
建
物

の
使
い
勝
手
に
問
題
が
な
い
か
を
細
か
く

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

基
礎
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た

　
イ
ン
フ
ラ
設
備
（
受
水
槽
・
医
療
ガ
ス
・
水

道
な
ど
）の
切
り
替
え
工
事
が
無
事
に
完
了
し
、

現
在
は
、
地
盤
を
掘
削
す
る
な
ど
基
礎
工
事
に

着
手
し
て
い
ま
す
。
残
土
を
運
び
出
す
た
め
ダ

ン
プ
の
お
往
来
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
掘
削
の
工
事
が
終
わ
る
と
、
基
礎
躯
体
の
鉄

筋
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
頃
に
は
、
建
築

資
材
を
つ
り
上
げ
る
ク
レ
ー
ン
の
姿
が
見
え
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

本館棟建て替え本館棟建て替え
通　信通　信

総務管理課Vol.Vol.55

「本館棟建て替え事業」の
進捗状況をお伝えします。

　
公
立
邑
智
病
院
は
、
県
立
中
野
高
原

療
養
所
の
跡
地
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
立
中
野
高
原
療
養
所
は
、
住
民
の

熱
意
に
よ
り
昭
和
２
7
年
に
開
所
さ
れ
、

２
４
４
床
の
ベ
ッ
ド
を
有
し
、
結
核
の

治
療
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
結
核
患

者
は
当
時
県
下
で
二
万
人
を
超
え
、
死

亡
率
も
極
め
て
高
い
も
の
で
し
た
。

　
医
学
の
発
達
と
と
も
に
結
核
患
者
は

激
減
し
、
昭
和
58
年
３
月
に
県
立
中
野

高
原
療
養
所
は
閉
所
さ
れ
ま
す
。
31
年

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
が
、
地
域

医
療
の
灯
は
邑
南
病
院
（
邑
智
病
院
の

前
身
）
に
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

（
当
時
の
中
野
高
原
療
養
所
）

公
立
邑
智
病
院
の
場
所
に
以
前
建
っ
て
い
た

県
立
中
野
高
原
療
養
所
を
紹
介
し
ま
す
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診
療
看
護
係
長　

　
大
田
美
穂
子

　
今
回
は
、
診
療
看
護
師
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　
え
っ
!?
診
療
看
護
師
っ
て
何
す
る
人
？

…
そ
う
で
す
よ
ね
。
初
め
て
聞
か
れ
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

日
本
に
診
療
看
護
師
が
誕
生
し
て
ま
だ
10

数
年
で
す
か
ら
無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
…
。

で
す
が
！
昨
年
は
、
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
診

療
看
護
師
が
主
役
（
岡
田
将
生
さ
ん
♡
）

の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ
る
な
ど
、

近
年
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
資
格
で
も
あ
る

の
で
す
。

　
日
本
の
診
療
看
護
師
と
は
、
十
分
に
経

験
を
積
ん
だ
看
護
師
が
大
学
院
に
進
学
し
、

医
師
に
近
い
医
学
的
知
識
や
医
療
行
為
を

習
得
し
ま
す
。
簡
単
に
言
う
と
医
師
と
看

護
師
の
間
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

　
邑
智
病
院
に
は
現
在
２
名
の
診
療
看
護

師
が
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
を
中
心
に
少
し

で
も
い
い
医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
医

師
や
看
護
師
や
栄
養
士
な
ど
様
々
な
職
種

の
懸
け
橋
と
な
る
べ
く
日
々
奮
闘
中
で
す
。

　
診
療
看
護
師
は
邑
智
病
院
の
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
に
現
れ
ま
す
。
救
急
室
、
外
来
、

病
棟
、
手
術
室
…
病
院
内
を
一
日
中
走
り

ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
退
院
さ
れ

た
患
者
さ
ん
の
ご
自
宅
に
伺
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
入
院
か
ら
退
院
ま
で
継
続
し
て

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
私
の
心
に
残
る
患
者
さ
ん
と

そ
の
ご
家
族
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
90
代

女
性
の
Ａ
さ
ん
は
あ
る
日
、
足
が
腫
れ
て

困
る
と
救
急
外
来
を
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

丁
寧
に
症
状
を
聞
き
取
り
、
検
査
を
進
め

て
い
く
と
、
お
腹
の
中
に
が
ん
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
、
は
じ

め
は
入
院
や
治
療
に
と
て
も
拒
否
的
で
し

た
。
し
か
し
入
院
後
、
Ａ
さ
ん
に
ゆ
っ
く

り
と
お
話
を
伺
っ
て
い
く
と
、
若
い
こ
ろ

に
ご
主
人
を
亡
く
し
、
女
手
一
つ
で
子
供

さ
ん
を
育
て
、
と
て
も
苦
労
し
て
き
た
こ

と
を
ポ
ツ
リ
、
ポ
ツ
リ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
は
孫
や
ひ
孫
に
囲
ま
れ
て
大

好
き
な
庭
の
花
を
見
る
こ
と
が
一
番
の
喜

び
だ
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
残
さ
れ
た
時
間
を
Ａ
さ
ん
ら
し
く
ど
う

過
ご
す
か
、
ご
家
族
と
も
相
談
し
自
宅
退

院
を
目
指
し
ま
し
た
。
つ
ら
い
症
状
を
少

し
で
も
緩
和
で
き
る
よ
う
、
お
薬
の
調
整

や
心
地
よ
い
看
護
ケ
ア
を
行
い
な
が
ら
、

ご
自
宅
の
準
備
も
整
え
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん

の
体
調
を
考
え
な
が
ら
退
院
日
が
決
ま
り

ま
し
た
。
退
院
後
の
訪
問
で
ご
自
宅
に

伺
っ
た
と
き
の
Ａ
さ
ん
の
穏
や
か
な
表
情

は
、
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら

２
週
間
後
、
ご
家
族
か
ら
「
今
朝
、
静
か

に
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。」
と
ご
連
絡

を
い
た
だ
き
、
そ
し
て
そ
の
数
日
後
、
Ａ

さ
ん
の
娘
さ
ん
か
ら
お
手
紙
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
手
紙
に
は
『
高
齢
の
母
の
人

生
に
寄
り
添
っ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
庭
が
見
え
る
部

屋
で
家
族
み
ん
な
に
囲
ま
れ
た
、
穏
や
か

な
最
期
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。』

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
お
手
紙
を
読
み

な
が
ら
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
邑

智
の
地
で
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
こ
ら
れ

た
Ａ
さ
ん
の
人
生
に
少
し
で
も
寄
り
添
え

た
な
ら
、
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
医
師
を
は
じ
め
、
看
護
ス

タ
ッ
フ
や
院
内
の
多
職
種
、
そ
し
て
地
域

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
や
訪
問
看
護
師
さ

ん
な
ど
た
く
さ
ん
の
専
門
家
と
協
力
し
て
、

ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
が
こ
の
地
域
で
安

心
し
て
生
活
し
、
人
生
を
生
き
き
る
た
め

の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

キ
ラ
リ
看
護
部

診
療
看
護
に
つ
い
て

診
療
看
護
に
つ
い
て

Vol.6

11



救
急
室

副
看
護
部
長

　
　
日
高
　
美
晴

Vol.3
　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
救
急
室
で
す
。

救
急
車
で
運
ば
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
、

ご
家
族
や
友
人
が
運
ば
れ
て
心
配
し
な

が
ら
待
合
室
で
待
っ
て
い
た
こ
と
の
あ

る
方
、
救
急
室
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
ま
り

い
い
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
救
急
車
を
要
請
し
た
後
、
ど
の
よ

う
に
救
急
隊
と
病
院
が
連
携
し
て
診
療

が
な
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

　
ま
ず
は
、
救
急
隊
員
と
ど
ん
な
や
り

と
り
が
あ
っ
て
運
ば
れ
て
く
る
の
か
に

つ
い
て
で
す
。１
１
９
番
通
報
す
る
と
、

「
火
事
で
す
か
？
救
急
で
す
か
？
」
と

聞
か
れ
て
、「
交
通
事
故
で
す
。
救
急

車
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
い
っ
た
具

合
に
救
急
車
を
お
願
い
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

電
図
モ
ニ
タ
ー
を
つ
け
ま
す
。
血
圧
や

脈
拍
は
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
ま

す
。
こ
こ
で
、ほ
っ
と
し
た
り
、ヒ
ヤ
ッ

と
し
た
り
し
ま
す
。
続
け
て
医
師
の
診

察
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
に

採
血
と
点
滴
を
し
ま
す
。
検
査
と
治
療

が
同
時
に
始
ま
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

救
急
室
で
の
診
療
が
終
わ
る
と
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
に
行
き
ま
す
。
そ
の
後
、

点
滴
室
で
休
み
な
が
ら
検
査
結
果
を
待

つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
心
配
し
な
が
ら

お
待
ち
に
な
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
入
院
す
る
場

合
も
あ
れ
ば
、
帰
宅
で
き
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
専
門
の
医
療
機
関
に
紹
介
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？
救
急
室
で
の
診
療
に
つ
い
て
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う

か
？
救
急
室
に
運
ば
れ
て
く
る
方
は
、

軽
症
か
ら
重
症
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
、救
命
を
第
一
に
考
え
、

適
切
な
治
療
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
日
々

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
情
報
が
、
ま
ず
受
け
入
れ
要
請

の
目
的
で
消
防
か
ら
当
院
の
救
急
専
用

の
電
話
に
入
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ

れ
を「
救
急
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」と
呼
び
、

こ
の
電
話
が
鳴
る
と
、「
あ
、
救
急
車

が
入
る
！
」
と
救
急
モ
ー
ド
に
入
り
ま

す
。
消
防
署
か
ら
電
話
通
報
の
内
容
を

伝
え
ら
れ
、
当
院
で
受
入
可
能
か
返
事

を
し
ま
す
。
容
態
が
よ
く
わ
か
ら
な
い

場
合
や
、
当
院
に
搬
送
さ
れ
る
よ
り
も

直
接
専
門
治
療
が
で
き
る
病
院
へ
の
搬

送
が
望
ま
れ
る
場
合
は
、
こ
の
時
点
で

は
受
け
入
れ
は
保
留
で
す
。
そ
の
場
合

は
次
の
連
絡
を
待
ち
ま
す
。

　
続
い
て
、
救
急
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
第

２
報
が
入
り
ま
す
。
救
急
隊
が
現
場
に

到
着
し
患
者
さ
ん
を
観
察
し
た
内
容
で

す
が
、
こ
こ
は
と
て
も
重
要
で
す
。
当

院
で
対
応
が
可
能
な
の
か
、
病
状
や
緊

急
性
を
考
え
て
直
接
専
門
の
医
療
機
関

に
向
け
て
出
発
し
た
ほ
う
が
い
い
の
か

…
医
師
、
看
護
師
、
救
急
隊
員
で
慎
重

に
判
断
し
ま
す
。

　
当
院
へ
の
搬
送
が
決
ま
っ
た
ら
、
診

療
の
準
備
を
し
ま
す
。
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

対
応
す
る
た
め
で
す
。
救
急
室
に
は
い

ろ
い
ろ
な
病
状
の
患
者
さ
ん
が
運
ば
れ

て
き
ま
す
。
心
臓
の
病
気
が
疑
わ
れ
る

場
合
に
は
す
ぐ
に
心
臓
の
検
査
が
で
き

る
よ
う
に
、
熱
が
高
い
患
者
さ
ん
に
は

熱
の
原
因
を
特
定
し
て
早
く
治
療
を
始

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
と
い
っ

た
具
合
で
す
。

　
次
は
、
救
急
室
に
運
ば
れ
て
き
て
か

ら
の
お
話
で
す
。
救
急
室
に
は
、
す
ぐ

に
検
査
と
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
、
心

電
図
モ
ニ
タ
ー
、
超
音
波
装
置
、
酸
素

投
与
や
吸
引
器
な
ど
を
設
置
し
、
た
く

さ
ん
の
薬
剤
を
置
い
て
い
ま
す
。
患
者

さ
ん
が
運
ば
れ
て
く
る
と
、
意
識
を
確

認
し
て
血
圧
や
体
温
な
ど
を
測
定
し
心
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山
路
を
登
り
な
が
ら
、
こ
う
考
え
た
。

「
私
の
寿
命
は
あ
と
ど
の
く
ら
い
な
の
だ

ろ
う
？
」

　
三
月
某
日
、
私
は
愛
媛
県
久
万
高
原
町
、

石
鎚
山
系
西
麓
の
遍
路
道
を
歩
い
て
い
た
。

四
十
五
番
札
所
岩
屋
寺
へ
と
続
く
「
八
丁

坂
」
と
呼
ば
れ
る
険
し
い
山
路
だ
。

　
四
国
遍
路

で
は
一
番
札

所
か
ら
八
十

八
番
結け

ち
願が

ん
ま

で
の
千
二
百

キ
ロ
を
歩
き

通
す
こ
と
を

「
通
し
打
ち
」

と
い
い
、
こ

れ
に
対
し
て
全
行
程
を
何
回
か
に
分
け
て

歩
く
の
を
「
区
切
り
打
ち
」
と
い
う
。
私

は
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
こ
と
や
、
大
病

後
の
心
境
の
変
化
な
ど
も
あ
っ
て
、
永
年

中
断
し
て
い
た
こ
の
「
区
切
り
打
ち
」
の

続
き
を
再
開
し
よ
う
と
思
い
立
ち
、
こ
う

し
て
歩
い
て
い
る
次
第
。

　
さ
て
、
そ
の
八
丁
坂
を
、
ぶ
つ
ぶ
つ
と

経
文
を
唱
え
つ
つ
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
な

が
ら
登
っ
て
い
る
と
、
冒
頭
述
べ
た
よ
う

な
類た

ぐ
い

の
想
念
に
次
第
に
絡か

ら
め
と
ら
れ
て
い

く
。
こ
う
し
た
、
ひ
た
す
ら
内
側
へ
と
向

か
う
心
の
挙
動
は
遍
路
旅
で
は
め
ず
ら
し

く
は
な
く
、
あ
た
り
ま
え
に
生
起
す
る
こ

と
の
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
が
、
例
え
ば
北

ア
ル
プ
ス
の
縦
走
な
ど
、
大
自
然
に
向

か
っ
て
心
が
ス
カ
ー
っ
と
解
き
放
た
れ
る

よ
う
な
旅
と
は
か
な
り
趣
き
が
異
な
る
の

で
あ
る
。

　
遍
路
を
歩
く
意
味
は
、
ご
利
益
祈
願
で

も
な
く
、
ま
し
て
や
朱
印
帳
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
―
で
も
な
く
、
私
の
場
合
「
生し

ょ
う

死じ

の

こ
と
」
に
親
し
む
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思

う
。
死
を
恐
れ
忌
み
、
で
き
る
だ
け
考
え

な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
通
俗
的
日
常
感

覚
か
ら
離
れ
、
生し

ょ
う

死じ

の
こ
と
に
近
し
く
向

き
合
う
、
遍
路
に
は
そ
う
い
う
し
か
け
が

あ
る
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
行
き
倒
れ
た
と

き
の
た
め
に
、
白
衣
は
死
に
装
束
、
金
剛

杖
は
墓
標
と
し
て
用
意
さ
れ
る
。
道
中
繰

り
返
し
唱
え
る
般
若
心
経
は
生
死
を
引
き

寄
せ
る
魔
性
の
呪
文
だ
。
そ
う
い
う
演
出

に
浸
り
つ
つ
歩
く
う
ち
に
、
生
死
の
こ
と

が
次
第
に
近
し
く
思
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
遍
路
旅
で
は
野
宿
を
続
け
て
い
る
若
者

も
少
な
く
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
年
寄
り
は

遍
路
宿
に
泊
め
て
も
ら
う
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
は
遍
路
道
に
沿
っ
て
点
在
す
る
安
宿

で
、
つ
つ
ま
し
く
も
人
情
味
豊
か
な
宿
が

多
い
。
泊
り
客
は
大
抵
一
人
旅
で
、
見
知

ら
ぬ
者
同
士
、
互
い
の
心
の
中
に
入
り
込

む
よ
う
な
や
り
取
り
で
時
が
過
ぎ
る
の
を

忘
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　
そ
う
し
た
中
、
こ
の
旅
の
四
泊
目
の
宿

が
と
り
わ
け
思
い
出
深
い
も
の
と
な
っ
た
。

　
そ
の
日
は
瀬
戸
内
海
沿
い
の
道
を
三
十

キ
ロ
ほ
ど
歩
き
、
今
治
市
に
入
る
手
前
で

宿
を
と
っ
た
。
客
は
八
十
歳
の
オ
ラ
ン
ダ

人
と
私
の
二
人
だ
け
だ
っ
た
。
彼
は
パ
リ

在
住
の
陶
芸
家
で
、
な
ん
と
四
国
遍
路
は

七
巡
目
だ
そ
う
な
。
六
巡
目
ま
で
一
緒
に

歩
い
た
奥
さ
ん
を
昨
年
が
ん
で
亡
く
し
、

今
回
は
一
人
で
逆
打
ち
（
八
十
八
番
札
所

か
ら
反
対
回
り
に
歩
く
。
難
度
が
高
い
）

を
し
て
い
る
と
い
う
。
到
底
八
十
歳
と
は

思
え
ぬ
凜
と
し
た
居
住
ま
い
で
、
冴
え
と

慈
愛
に
満
ち
た
風
貌
が
禅
僧
の
よ
う
な
風

格
を
漂
わ
せ
て
い
た
。

　

私
が
、「
歳
と
共
に
心
身
が
衰
え
て
、

山
路
も
だ
ん
だ
ん
し
ん
ど
く
な
り
ま
す

ね
」
と
い
う
と
「
私
は
衰
え
失
っ
た
機
能

を
嘆
く
よ
り
も
、
今
ま
だ
残
存
し
て
い
る

機
能
に
感
謝
し
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。

緑
内
障
で
次
第
に
視
力
が
低
下
し
て
い
る

が
、
ま
だ
こ
ん
な
に
見
え
る
、
と
思
え
ば

悠
山
亭
日
記
そ
の
２

「
四
国
遍
路
の
巻
」

名
誉
院
長
　
　
　

石
原
　
　
晋

少
々
の
難
儀
は
ア
ク
セ
プ
タ
ブ
ル
（
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
）
で
す
」
と
い
う
。

私
は
深
く
感
銘
を
受
け
た
。
そ
の
あ
と
は

「
イ
ッ
ツ
、
ア
ク
セ
プ
タ
ブ
ル
！
」
が
二

人
の
会
話
の
合
い
の
手
と
な
り
大
変
盛
り

上
が
っ
た
。

　
彼
は
何
十
年
も
前
か
ら
「
あ
と
一
年
の

命
」
と
思
っ
て
生
き
て
き
た
と
い
う
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
打
算
か
ら
離
れ
、
一
日

一
日
を
大
切
に
す
ご
せ
る
の
だ
と
い
う
。

こ
れ
こ
そ
日
本
人
が
永
ら
く
置
き
去
り
に

し
て
き
た
「
禅
」
や
「
武
士
道
」
の
心
で

は
な
か
っ
た
か
。

　
私
は
こ
の
老
人
に
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
後
も
道
連
れ
旅
が
で

き
れ
ば
と
願
っ
た
が
、
あ
い
に
く
彼
は
逆

打
ち
で
、
し
か
も
出
発
前
に
二
十
分
ほ
ど

座
禅
を
組
む
の
が
日
課
だ
そ
う
で
、
後
ろ

髪
を
引
か
れ
つ
つ
別
々
の
出
立
と
な
っ
た
。

オランダ人陶芸家 Mels Boomさんと

八丁坂　峠の茶屋跡
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よくある質問よくある質問（薬剤科編）（薬剤科編）

食
前
の
薬
を
飲
み
忘
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
食
後
に
飲
ん
で
も
い
い

で
す
か
？

Q

食
欲
が
な
い
の
に
食
後
用
の
薬
を

飲
ま
な
い
と
い
け
な
い
場
合
は
ど

の
く
ら
い
食
事
を
と
れ
ば
い
い
で

す
か
？

Q

食
前
に
飲
ま
な
い
と
効
果
が
十
分
に
出
な

い
薬
が
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
方
は
ぜ
ひ

薬
剤
師
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

A

食
事
が
と
れ
な
い
場
合
は
多
め
の
水
で
薬

を
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。
心
配
な
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

A

ほ
か
の
病
院
の
薬
で
も
相
談
に

の
っ
て
も
ら
え
ま
す
か
？

Q

坐
薬
と
経
口
薬
で
効
き
目
に
違
い

が
あ
り
ま
す
か
？

Q
食
前
、
食
後
と
は
ど
の
く
ら
い
の

時
間
で
す
か
？

Q

ほ
か
の
病
院
で
処
方
さ
れ
た
薬
で
も
ご
相

談
い
た
だ
く
こ
と
は
可
能
で
す
。

A

坐
薬
の
ほ
う
が
早
く
効
き
目
が
出
る
場
合

が
多
い
で
す
。

A
食
前
30
分
以
内
、
食
後
30
分
以
内
が
目

安
で
す
。

A

お
薬
手
帳
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ

り
ま
す
か
？

Q
処
方
さ
れ
た
薬
の
履
歴
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
て
い

る
場
合
は
飲
み
合
わ
せ
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
電
子
デ
ー
タ

が
利
用
で
き
な
い
場
合
も
処
方
情
報
を
正

確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

A

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
な
ん

で
す
か
？

Q

漢
方
薬
と
は
な
ん
で
す
か
？

Q
薬
を
噛
ん
で
飲
ん
で
も
大
丈
夫
で

す
か
？

Q
粉
状
の
薬
か
ら
錠
剤
に
変
え
て
も

ら
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

Q

新
薬
の
特
許
が
切
れ
た
あ
と
に
厚
生
労
働

省
の
許
可
を
も
ら
っ
て
販
売
さ
れ
る
薬
の

総
称
で
す
。
新
薬
よ
り
安
価
で
効
き
目
は

新
薬
と
同
等
で
す
。

A

自
然
界
に
存
在
す
る
植
物
等
を
組
み
合

わ
せ
て
作
ら
れ
て
お
り
、
人
間
の
自
然
治

癒
力
を
高
め
る
働
き
を
し
ま
す
。

A
ガ
ム
の
よ
う
に
噛
ん
で
飲
む
薬
も
あ
り
ま

す
が
、
薬
の
溶
け
方
に
工
夫
が
さ
れ
て

い
る
も
の
は
噛
ん
で
飲
ん
で
は
い
け
ま
せ

ん
。
服
用
に
つ
い
て
不
明
な
場
合
は
薬
剤

師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

A
相
談
い
た
だ
く
こ
と
で
錠
剤
に
変
更
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
医
師
又
は
薬
の
受
け

渡
し
を
行
う
薬
局
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

A
ご相談

お待ちしています

小笠原薬剤師 尾畑薬剤師
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リ
ハ
ビ
リ
通
信

舌
圧
と
は
？

　
社
会
福
祉
法
人
吾
郷
会
が
経
営
す

る「
吾
郷
会
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」

は
、
法
人
本
部
の
あ
る
美
郷
町
滝
原

に
て
４
名
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
法
人
の
経
営
理
念
で
あ
る
「
顧
客

満
足
の
追
求
」
の
実
現
を
目
標
と
し
、

情
報
共
有
に
重
点
を
置
い
て
包
括
的

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

特
定
事
業
所
加
算
を
算
定
し
、

24
時
間
の
連
絡
体
制
の
確
保

の
上
、
定
期
的
な
内
部
研
修

の
実
施
に
よ
り
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
技
術
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
邑
智
病
院
と
は
、
地
域
連

携
室
を
通
じ
て
、
ご
利
用
者

様
が
病
院
か
ら
ご
自
宅
へ
戻

ら
れ
て
も
不
自
由
の
な
い
よ

う
に
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け

て
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
近
年
、
医
療
ニ
ー
ズ
の
高

い
ご
利
用
者
様
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
在
宅
医
療

が
必
要
な
場
面
が
増
え
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
医
療
と
福
祉
の
連
携
を
図
り
、

安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

「
吾
郷
会
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」

�

管
理
者
　
高
木
　
司
老

～ケアマネジャー編～Vol.20

リハビリテーション科
言語聴覚士

和田　勇一

　

舌
圧
と
は
、
舌
が
上
あ
ご
に
接
触

す
る
力
の
こ
と
で
、
握
力
な
ど
と
同

様
に
測
定
器
を
用
い
る
こ
と
で
舌
の

運
動
機
能
を
示
す
値
と
し
て
最
大
舌

圧
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
単
位
kPa（
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
））。

　

舌
は
筋
肉
で
で
き
て
い
る
た
め
、

歩
か
な
け
れ
ば
足
の
筋
肉
が
弱
っ
て

い
く
よ
う
に
、
舌
を
あ
ま
り
使
っ
て

い
な
い
と
舌
圧
は
低
下
し
ま
す
。
ま

た
、
加
齢
に
伴
い
低
下
し
て
い
く
こ

と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
図

１
）

　

健
常
成
人
や
要
介
護
高
齢
者
の
最

大
舌
圧
の
デ
ー
タ
か
ら
、
最
大
舌
圧

の
目
安
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
大

舌
圧
が
20

kPa
未
満
で
あ
る
と
誤
嚥
リ

ス
ク
が
高
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。（
表
１
）

　

飲
み
物
や
食
べ
物
で
む
せ
て
し
ま

う
方
や
口
の
中
に
食
べ
物
が
残
っ
て

し
ま
う
方
は
、
舌
圧
の
低
下
が
関
連

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

予
防
と
し
て
、
柔
ら
か
い
物
ば
か

り
で
は
な
く
咀
嚼
が
必
要
な
物
も
食

べ
る
こ
と
、
カ
ラ
オ
ケ
や
家
族
・
友

人
と
た
く
さ
ん
会
話
を
す
る
こ
と
で

舌
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
舌
圧
を
高
め
る
た
め
の
製
品
も

市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飲
み
込
み
の
機
能
の
低
下
を
自
覚

さ
れ
て
い
る
方
や
不
安
な
方
は
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
の
測
定
や

必
要
に
応
じ
て
訓
練
も
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
総
合
診
療
科

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

舌圧測定器

図１　年代別・男女別の最大舌圧の平均値

表１　最大舌圧の目安
成人男性（20〜59歳） 35〜
成人女性（20〜59歳） 30〜
60歳代（60〜69歳） 30は欲しい
70歳以上高齢者 20は必要

（kPa）
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採用試験を含む病院の情報をホームページに掲載していますのでご覧ください。
instagram・facebookでも積極的に情報の発信を行っていますのでフォローお願いします。

病院隣健康公園を整備しました病院隣健康公園を整備しました

【自立プロジェクト】【自立プロジェクト】

令和５年度マスタープラン
発表会を行いました

令和５年度マスタープラン
発表会を行いました

令和５年３月に照明器具改修工事及び遊具
増設を行いました。

マスタープラン発表会とは、細分化された部門、全27アメーバが
今年度の活動方針を職員の前で発表しあうものです。

県立中野高原療養所時代
からあるヒマラヤ杉もラ
イトアップ。

スイング遊具が３基増
え、

小さいお子さんにも人
気です！

看護師
５名程度
（令和６年４月１日に
満30歳以下の方）

看護師
調理員

看護アシスタント

薬剤師
１名
（令和６年４月１日に
満35歳以下の方）

職員募集 興味のある方はぜひご連絡ください 随時募集（パート）
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邑智郡公立病院組合　公立邑智病院
TEL　0855-95-2111　FAX　0855-95-2727

　　〒696-0193　島根県邑智郡邑南町中野3848-2
ホームページアドレス�http://www.ohchihospital.jp/

お問い合わせ先

邑智病院 検索

病院基本方針

ホームページへ

①　患者さんを家族と思い、良質で親身な医療を提供します。
②　�職員同士がお互いのやりがいと誇りを尊重しあう、暖か
い職場をつくります。

③　明るく清潔で快適な療養環境の維持向上に努めます。
④　地域に信頼されるよう、健全な経営に努めます。


